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fig. 1 ロッソとプリマティッチョ「フランソワ1世のギャラリー」1534–1540年、
フレスコ、ストゥッコ、フォンテ ヌーブロー宮殿
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小林亜起子
近世フランスのタピスリー芸術は、国王の庇護のも
とで発展を遂げた。アンリ4世を創始者とするブル
ボン朝の国王たちは、当時タピスリーの制作にお
いて高い評価を得ていた北方フランドルに対する強
い対抗意識をもち、積極的に国内のタピスリー制
作を保護してきた。ルイ14世の時代に設立された
王立ゴブラン製作所とボーヴェ製作所 1は、18世紀
のルイ15世統治下に黄金期を迎え、これらの製作
所で織られたタピスリーはスウェーデン王宮をはじ
めとする諸外国の宮殿に飾られた 2。こうした王権
の庇護下で発展を遂げた近世フランス・タピスリー
芸術のパトロンとして最初に挙げられるのが、ヴァ
ロワ朝9代目国王として即位したフランソワ1世（1494–1547年、在位1515–1547年）である。
　フランソワ1世が設立したフォンテーヌブロー宮殿内の工房からは、フランス・ルネサンスを代表するタピ
スリーが織り出された。ウィー ンの美術史美術館に所蔵される6点連作〈フランソワ1世のギャラリー〉は、
その代表作として知られている。この連作は、フランソワ1世がイタリアから招聘した二人の画家ロッソ・フィ
オレンティー ノ（1494–1540年）とフランチェスコ・プリマティッチョ（1504–1570年）による壁面装飾「フラ
ンソワ1世のギャラリー」（g. 1）の一部にもとづいている。このタピスリーはこれまで、破損の激しいギャ
ラリーを飾るフレスコ画のオリジナルの状態を解明するうえで注目されてきた。また、連作の制作者に関し
ては、原画を手本にカルトンを完成させた画家について言及されてきた 3。しかし、その原画となった壁画
装飾の作者であるロッソやプリマティッチョが本作品の制作に関与していたのかどうかをめぐっては、これ
まで必ずしも明確化されていない。実際、16世紀イタリアの画家で建築家のジョルジョ・ヴァザーリもまた
『美術家列伝』のなかで、フィレンツェ出身の画家ロッソのフランスでの画業に言及しているが、ロッソとタ
ピスリ とーの関係には一切触れておらず4、その後の研究史においてもこの点は解明されていない 5。そこで
本稿では、タピスリー連作〈フランソワ1世のギャラリー〉の制作をめぐるロッソとプリマティッチョの関与
について、作品の考察を通じて明らかにしたい。
1. フォンテ ヌーブロー宮殿のタピスリ 工ー房
フランソワ1世（g. 2）は、イタリアの獲得をめぐる神聖ローマ帝国皇帝カール5世（1500–1558年、神聖
ローマ帝国皇帝在位1519–1556年、スペイン国王在位1516–1556年）との戦いに敗れ、マドリ ドーに捕囚
された。1526年、フランスに帰還した王は 6、フランスを「新たなローマ」にすることを目指し、1528年から
1540年にかけて、パリの南西に位置するフォンテーヌブローにあった中世の城砦の再建と増築を行った7。
fig. 2  ジャン・クルーエ《フランス国王、フランソ
ワ 1世の肖像》1530年頃、油彩、カンヴァ
ス、パリ、ルーヴル美術館
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この大規模なプロジェクトは、フランソワ1世の宮廷に招かれたイタリ
アの芸術家たちにまたとない創造の機会を与えることになった。なか
でも王に全面的に宮殿の装飾を任され、芸術的才能を遺憾なく発揮
したのが、1530年にフランスに到着したロッソと、その2年後にやって
きたジュリオ・ロマ ノーの弟子プリマティッチョである8。これら2人の
画家を中心とする、フランス、イタリア、そしてネーデルラント出身の
芸術家集団が、フォンテーヌブロー宮殿の建築・装飾に従事した。な
かでもとりわけ「フランソワ1世のギャラリー」（g. 1）は、フランス
のマリエリスムを代表する大作として知られている9。この回廊は、宮
殿の「楕円形の中庭」と「白馬の中庭」を結ぶように作られており、
1533年から1540年にかけてロッソの指揮のもとで完成された。
　フランソワ1世はフォンテーヌブロー宮殿の造営を進めるなかで、
同宮殿内にタピスリ 工ー房を設立した。工房は宮殿の「白馬の中庭」
の南側に置かれた。その運営を担ったのは、監督官、下絵画家、アトリエの主幹、タピスリーの職工、そ
して保管担当官であり、それぞれ分業体制が確立していた10。この運営体制は、17世紀に設立される王立
ゴブラン製作所にもほぼ継承されることになる11。フランソワ1世は、ギャラリーの壁画装飾が完成に近づ
く1539年にタピスリ 工ー房を設立し、その指揮・監督は王室建造物局総監フィリベール・バブ・ド・ラ・ブデジー
ルに委ねられた12。1548年4月3日、フランソワ1世の後継者アンリ2世（1519–1599年）は、バブに代わっ
て著名な建築家フィリベール・ド・ロルムを王室建造物局総監に任命した。なお、アンリ2世の死後、王妃
カトリーヌ・ド・メディシスは1559年7月12日、プリマティッチョをド・ロルムの後任に任命している13。タピス
リ 工ー房には竪機が置かれ、アトリエの主幹であるジャンとピエール・ル・ブリのもとで制作が行われた。ク
ロ ドー・バウドゥアンをはじめとするフォンテーヌブロー宮殿の装飾を手がけた芸術家たちが下絵を提供した。
タピスリー保管担当官をつとめたのは、サロモン及びピエール・ド・エルベヌ兄弟である。
　フランソワ1世が工房を設立した背景には、第一に、同時期のイタリアで見られたタピスリ 工ー房の設立
や編成があったと考えられる。フランソワの工房が始動することになった1540年頃、マントヴァではフェデ
リーコ2世ゴンザーガが工房を設立しており、その6年前には、フェッラーラのタピスリ 工ー房の再編が行
われていた。これらイタリアのタピスリー制作の中心地と、フランソワ1世に仕えていた芸術家のあいだに見
られる密接な関係を考慮すると、前者での工房設立の動きが、フランソワ1世に自国フランスの工房を作る
という判断にいたらせた可能性は高い。第二に、伝統と名声を誇るフランドルで織られたタピスリーに対す
るフランソワ1世の挑戦があったのではないだろうか 14。16世紀フランスでは、トゥールやトゥール ズーなど
の地方都市でタピスリーが制作されていた。しかし、こうしたフランスのタピスリーは、北方フランドルのそ
れと競合するまでにはいたらなかった。ヨーロッパの君主や教皇たちが所望したのは、伝統と名声を誇るフ
ランドルで織られた作品であり、フランソワ1世もその例外ではなかった15。システィー ナ礼拝堂を飾った著
名なタピスリー連作〈使徒行伝〉もまた、ラファエロの下絵にもとづき、ブリュッセルのピーテル・クック・ファ
ン・アールストの工房で製織されたものである。このように第一級のイタリア画家の作品を手本とするタピス
リーそれ自体が、伝統を誇るフランドルで作られることは決して珍しいことではなかった16。フランソワ1世
は、1528年から1539年のあいだに、ブリュッセルで各5点から12点で構成される合計30点近くのラファエ
fig. 4 ロッソとプリマティッチョにもとづく《アドニスの死》、タピスリー連作 
〈フランソワ1世のギャラリー〉より、フォンテ ヌーブロー宮殿の工房、羊毛、絹、
金糸、銀糸、330×640 cm、ウィー ン美術史美術館
fig. 3 ロッソとプリマティッチョ《アドニスの死》、「フランソワ1世のギャラリー」より、
1534–1540年、フレスコ、ストゥッコ、フォンテ ヌーブロー宮殿
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ロやジュリオ・ロマ ノーの作品にもとづくタピスリー連作を購入している。こうした状況下、イタリアの画家ロッ
ソを中心に最新の芸術創造活動の拠点となったフォンテーヌブローに、王がフランスのタピスリ 工ー房を創
設したとしても不思議ではない。いまやフランソワには、タピスリ 下ー絵を構想することのできる優れたイタ
リア人画家もいたし、工房さえあれば、フランドルから購入せずとも、高品質のフランス製タピスリーを作り
出すことが可能となったわけである。工房の設立は、イタリアをめぐる神聖ローマ帝国との覇権争いの渦中
にあったフランソワ1世が、諸芸術の先進国イタリアと神聖ローマ帝国の支配下にあるタピスリー芸術の聖
地フランドルに対する挑戦であったといえよう。
2. タピスリー連作〈フランソワ1 世のギャラリー〉の概要
「フランソワ1世のギャラリー」にもとづくタピスリーは、フランソワ1世による工房の設立と同時に製織が開
始されたと考えられる。この回廊は南北に長く延びている。当時宮殿入り口は北側に位置する黄金門であっ
たが、現在入り口は南側に設けられているため、回廊見学の順路も本来のそれとは異なり、南から北へと
方向づけられている。南壁と西壁には各7点、計14点のフレスコ画が配され（gs. 3, 7）、中央のフレスコ
画の周囲を飾るようにストゥッコ浮彫、小フレスコ画、モザイク画、そして羽目板に浮彫で表されたフランソ
ワ1世の頭文字と彼の紋章の火蜥蜴（サラマンドル）が配され、それぞれに統一された装飾のアンサンブ
ルが長い回廊一面を覆いつくしている。
　この多様な装飾とそこに込められた寓意的象徴性については、これまでさまざまな解釈が試みられてきた。
ここではギャラリーの図像解釈の詳細には立ち入らず、主要な先行研究を挙げるにとどめることにする。ま
ずドラとエルヴィン・パノフスキ （ー1958）17によって、北壁と南壁の対面に配されたフレスコ画が、主題の面か
らそれぞれ2つのグループに分類されること
が提示された。さらに、アンドレ・シャステル、
アンリ・ゼルネール、シルヴィ・ベガンら（1972）
による一連の研究によって、ギャラリーには、
国王と国家の権威の称揚を意図したプログラ
ムが、厳格に構築された重層的な装飾シス
テムのなかで視覚化されていることが明らか
になった18。
　タピスリー連作は、「フランソワ1世の
ギャラリー」南壁に描かれた7点のフレスコ
画―《ケンタウロスとラピタイ族の戦闘》、
《若返りの泉》、《アドニスの死》（g. 3）、
《ダナエと黄金の雨》（g. 7）、《クレオビス
とビトン》、《国家の統一》、《無知の放逐》
―のうち、西端に置かれた《王の統治》
を除く6点にもとづく作品から構成されてい
る19。タピスリーが単なるフレスコ画の複製
でないことは、そこにフレスコ画のみならず
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周囲のストゥッコをはじめとする天井部の建築モティー フを含む諸要素が織り出されていることからも明らか
である（g. 4）。そこでは、絵画、ストゥッコ装飾などから構成される平面と立体、複数のマチエールから
構成される重層的な回廊装飾が、ギャラリーの空間をも取り込むかたちでタピスリ とーいう平面芸術に還元
されている。また、色彩の面でも、たとえばフレスコ画周囲の無彩色のストゥッコ装飾が、タピスリーでは
彩色が施されることからも明らかなように、織の芸術ならではの豊かな装飾性が付加されているのである。
　オリジナルの壁画にもとづいて描かれたタピスリーのカルトン（原寸大下絵）は、クロ ドー・バウドゥアン
のほか、プリマティッチョの共同制作者として知られるルカ・ペンニを筆頭に、シャルル・クラモワ、フラン
チェスコ・カッチャネ ミーチそして、ジョヴァンニ・バッティスタ・バニャカヴァッロによって制作されたと考えら
れる20。クロ ドー・ボ ドーゥアンの詳細は明らかではないが、ヴァザーリが述べるように、彼はロッソの助手
をつとめギャラリーの装飾制作に参加した画家である。タピスリーの原画制作者として、師ロッソの指揮下
でギャラリー装飾のプロジェクトに直接参加し、その表現様式に精通していた画家が抜擢されたわけである。
　タピスリーの制作年については、カトリーヌ・グロデッキが提示した1540年2月16日付の、製織用の金、
銀、そして絹糸の購入支払い記録から21、1540年2月以降に製織が開始されたことが明らかとなった 22。同
時期の記録には、ジャンとピエール・ル・ブリィ及び数十人の織師が、これらのタピスリーのため働いていた
と記されている23。制作期間については明らかでないが、1547年の6月30日付のピエール・ブリィへの支払
い記録を最後に、タピスリー制作に関わる支払いに関する記録がないことから判断して24、タピスリーはフ
ランソワ1世が死去した1547年3月31日以降、少なくとも数か月は続いたことが推察される。したがって、
フランソワ1世の死をきっかけに、企画は未完に終わったと考えられる。
3. タピスリー連作〈フランソワ1 世のギャラリー〉の来歴をめぐる考察
〈フランソワ1世のギャラリー〉の制作意図やテーマの選択については長い間議論されてきた。ジュスタ ズー・
ベルトランは、これらのタピスリーがフォンテーヌブロー宮殿の完成後まもなく1539年末にフランスを訪れ
たカール5世が、フランソワの回廊を称賛したことを受けて、皇帝への贈り物として制作されたと推測した25。
とはいえ、同作品がウィー ンの皇室のコレクションとして最初に言及されるのは、1688年以降になってからの
ことである。
　上述の17世紀の記録以前に、このタピスリーがウィー ンにあったとすれば、フランソワ1世からカール5世
への贈り物としての可能性のほかに、フランソワ1世の息子アンリ2世の次男シャルル9世とオ スートリア・ハプ
スブルク家の神聖ローマ皇帝マクシミリアン2世と皇妃マリアの娘エリザベ トー・ド トーリッシュの結婚を祝し
て、1570年にタピスリーがフェルディナンド2世に贈られたという推測も否定されるものではない。
　しかしながら、ロッソとプリマティッチョによるギャラリーは、フランソワ1世時代のパトロネージによって
完成した最大級の芸術作品であり、王の統治に対する賛美を体現したものであった。したがって、この連作
がフランソワ1世の永年のライヴァルであるカール5世への贈り物であったと考えるのは無理があるように思
われる。本連作の制作の動機は、フランソワ1世の治世下における最大の傑作であるギャラリーの携帯版を、
フランドルではなく自ら設立したフランスの工房で作ることによって、王の自尊心を満たすことにあったのでは
ないだろうか。この連作は、単純なフレスコ画の複製ではなく、ストゥッコやフレスコ画のみならず建築要素
をテキスタイルの上でトロンプ・ルイユのように再構築している点に特徴がある。本作の制作の背景には、ギャ
ラリーそれ自体を、可動式フレスコ画として複製しようとした国王フランソワの強い願望があったに違いない。
fig. 5 ラファエロ「プシュケの間の天井画」1517–1518年、フレスコ、ローマ、ヴィッラ・
ファルネジーナ
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壁面から放たれたタピスリーは持ち運ばれ、フランソワの治世の栄光を広く知らしめるものとなった。
4. タピスリー連作の制作におけるロッソの関与
連作〈フランソワ1世のギャラリー〉は、長い間ロッソの死後に制作が開始されたと見なされ、壁画とタピス
リーのあいだに見られる相違点については、ロッソの助手でタピスリーの下絵を手がけたクロ ドー・ボ ドーゥ
アンをはじめとする下絵画家の手に帰されてきた。しかし、グロデッキが示したように、1540年2月16日付
の購入支払い記録を考慮するならば 26、フォンテーヌブローのタピスリ 工ー房は、1540年12月にロッソの亡
くなる少なくとも10ヶ月前から開始されていたと考えられる。したがって、少なくともタピスリー企画の構想
の過程でロッソが大きく関与していたであろうことは間違いない。また、ロッソの死後、1547年までのあい
だ下絵画家たちを指揮していたのは、ロッソに代わってギャラリーの制作を指導したプリマティッチョであっ
たと考えられる。この連作に関する先行研究はほぼ、ギャラリーにもとづいて織り出されたタピスリーにみ
られる創意と原画の比較に終始している。筆者の知る限りで、ロッソがタピスリーの構想を練ったであろう
こと―プリマティッチョの関与については特に言及していない―を指摘したのはアンリ・ゼルネールであ
り、その見解は注目に値する27。ゼルネールによれば、ロッソがタピスリーの構想を練るにあたって念頭に
置いたであろう作品として、次の壁画を指摘している。まずラファエロが手がけたヴィッラ・ファルネジーナの
「プシュケの間の天井画」（g. 5）、そして、ラファエロの構想を引き継いでジュリオ・ロマ ノーとジャンフラン
チェスコ・ペンニによって制作されたヴァティカン宮殿の教皇居室「コンスタンティヌスの間」である。これら
は、まるでタピスリーのように描かれたフレスコ画である点に特徴がある。つまり、ロッソはラファエロの創
意に反して、架空の対象を真逆に転換しているというわけである。フランソワ1世のタピスリーでは、確か
にギャラリーの建築構造の一部である天井部を含めた架空の建築空間が、描かれた装飾と彫刻によって再
現されている（gs. 3, 4）。
　ゼルネールはラファエロの作例との比較によって、ロッソによるフランソワ1世のタピスリーの特徴を提示
しているが、さらに踏み込んだ観察は行っていない。ここでは考察をさらに進め、こうしたロッソによるタピ
スリーの創意のなかに、この画家のラファエロ、そしてその直系の弟子に対する強いライヴァル意識を読み
取ることができないかどうか考えてみたい。フランソワ1世はもともと、ジュリオ・ロマ ノーをフランスに招聘
することを検討していた。最終的にジュリオの代わりにフランスに派遣されたのは、その弟子のプリマティッ
チョであった。プリマティッチョより一足はやくフランスの宮廷にやってきて、国王の寵愛と庇護を独占し
たロッソが、この最大のパトロンが好むラファエロの絵画の系譜に対する強い対抗心を抱いていたことは想
像に難くない。フランソワ1世はタピスリー
の収集家でもあり、フランドルからきわめて
高価なタピスリーを購入していたが、その
一つが、上述のシスティーナ礼拝堂を飾っ
たラファエロによるタピスリー連作〈使徒行
伝〉である。フランソワはラファエロの下絵
にもとづきブリュッセルで織られたこのタピ
スリーを1530年代に入手していた。回廊装
飾に従事するロッソが、タピスリーの分野に
fig. 6 ロッソとプリマティッチョにもとづく《ダナエと黄金の雨》、タピスリー連作 
〈フランソワ1世のギャラリー〉より、フォンテ ヌーブロー宮殿の工房、羊毛、絹、
金糸、銀糸、322×625 cm、ウィー ン美術史美術館
fig. 7 ロッソとプリマティッチョ《ダナエと黄金の雨》、「フランソワ1世のギャラリー」より、
1534–1540年、フレスコ、ストゥッコ、フォンテ ヌーブロー宮殿
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おいてもパトロンを強く引きつけてやまないラファエロの作品に高い関心をもっていたであろうことは十分考
えられる。
　タピスリ ・ーデザイナ とーしてのロッソという視点からの考察は、冒頭でも述べたように、ヴァザーリも言及
しておらず、これまで看過されてきた。しかし、ロッソにとって、フランソワ1世の工房で自ら手がけたギャ
ラリー装飾が織り出されるという一大企画は名誉なことであったに違いない。ロッソが芸術家としての野望
をもってこの企画に取り組んだ可能性はきわめて高い。タピスリーは南壁を飾る7点のうち6点の作品から
構成されている。南壁のみをタピスリーに翻案するという選択をロッソが当初より考えていたかどうかは明
らかではない。ベルナデット・ピイが指摘するように、17世紀パリの美術収集家エヴァーハルト・ヤーバッハ
が1695年に北壁を飾る構図の一つ《百合の紋章に飾られた象》のカルトンを所有していた 28。そのことは、
最初の構想段階において、南壁と対面にある北壁の図柄からなる壮大な連作の製織を検討していた可能性
を示唆している。おそらく当初、ロッソがタピスリー連作を構想した段階では、北壁も含むギャラリー全体
にもとづく壮大なタピスリー企画を検討していたのではないだろうか。
　ギャラリーの装飾計画はロッソが取り仕切っていたが、その死後1540年12月以降は、共同制作者で
あったプリマティッチョの指揮のもとで制作が進められた。タピスリーを構成する6点のうち1点《ダナエ
と黄金の雨》（g. 6）では、中央の絵柄が方形ではなく、楕円形で表現されている。ギャラリーの中央に
位置するフレスコ画は、基本的にロッソが描いたが、この壁画《ダナエと黄金の雨》（g. 7）については、
ロッソの死後、ギャラリーを完成させたプリマティッチョが制作した。この点を考慮するならば、もともと
ロッソの指揮下において、14点の壁画が織り出される構想が進められていたが、その後、ギャラリーの制
作の主導権を持ち、同時にタピスリーの製織にあたって監督的な役割をになったプリマティッチョが、自身
が手がけた楕円形のフレスコ画を含む西壁
を優先的に織る方針を出した可能性は高い。
　プリマティッチョがフランスの宮廷にやっ
てきたとき、すでにロッソはフランソワに重
用されていた。ロッソのいわば好敵手として
登場したこの画家に関するフランスにおける
最初の言及は、フランソワ1世のためにブ
リュッセルで織られたジュリオ・ロマ ノーの下
絵にもとづくタピスリー連作〈スキピオの物
語〉に関する王の支払い記録に認められる。
それによれば、プリマティッチョには1532
年にブリュッセルにその連作の小さな下絵
を運んだ対価として報酬が支払われている。
この画家はその地で原寸大のカルトンが制
作される際の監督の役目を果たしたと考えら
れている。つまりプリマティッチョは、フラ
ンスに到着してまもない1530年代より、師
のジュリオの後継者として、タピスリ ・ーデザ
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イナ とーしての才能も含め大いに期待されながらフランソワの宮廷に迎えられたわけである。ロッソは10歳
年少のプリマティッチョのことをタピスリー芸術の領域においても強く意識していたと思われる。実際、プリ
マティッチョがフランスの宮廷で、本格的にタピスリー制作にかかわるのはロッソ亡きあとの1550年代以降
のことであるが、ロッソはプリマティッチョがフランスにやってきて間もない頃、つまり、〈フランソワ1世の
ギャラリー〉の制作が開始する以前にそれとは別のタピスリー連作の構想を練っていた可能性はないだろう
か。ロッソ研究において、タピスリー・デザイナ とーしての側面が論じられたことはほとんどないが、これに
ついては機会を改めて論じることとしたい。
結びにかえて
本稿では、近世フランス・タピスリー芸術の発展に大きく貢献したフランソワ1世とその工房で織られた一大
傑作〈フランソワ1世のギャラリー〉をとりあげ考察した。いまだ多くの謎を孕んだギャラリ とータピスリーに
映し出された図像解釈とに踏み込むことはできなかったが、この連作の構想と実現の過程における、ギャ
ラリーの指揮監督を主導したロッソ、そしてプリマティッチョの視点から、これらの国王の庇護のもとで活
躍したイタリア画家たちが、フランソワ1世のためのタピスリー制作をめぐり強いライヴァル意識をもってい
た可能性を明らかにした。ロッソやプリマティッチョのフランスにおける制作活動は、フォンテーヌブロー宮
殿の装飾に捧げられ、タピスリー芸術の領域における活動についてはこれまで看過されてきた。しかしな
がら、ルネサンスの時代より絵画以上に高価な芸術作品として重要視されていたタピスリーに対して、彼ら
が無関心であったはずはない 29。本稿を出発点として、フランソワ1世の宮廷におけるタピスリー芸術につい
て今後さらに考察を深めていきたい。
* 付記：本稿は2018–2020年度科学研究費基盤研究（C）「16世紀フランス・ルネサンスのフォンテーヌブロー派によるタピスリー研
究」（課題番号18K00184）の成果の一部である。
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